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一 般 質 問 通 告 書 

令和５年第４回定例会 

順番 
議席 

番号 
氏   名 発  言  事  項 要          旨 

答 弁 を 

求める者 

１ ４ 渡 辺 久 治 １ 市内の案内用サイネー

ジ（看板・標識）につい

て 

市内の要所を案内するサイネー

ジは、どこに設置され、どのよう

に管理されているか。 

市 長 

   ２ 防火水槽の維持存続に

ついて 

⑴ 令和５年第３回定例会で、市

内の防火水槽の設置数は569基と

答弁されたが、そのうち、阿久

根市有地以外の土地に設置され

ているものは何基あるか。 

市 長 

    ⑵ 防火水槽が設置されている阿

久根市有地以外の土地につい

て、所有権等が移転されても継

続して使用できるように措置を

講じているか。 

市 長 

   ３ 江月山円通寺址につい

て 

⑴ 脇本の槝之浦地区付近で、県

道脇本赤瀬川線の改良工事が行

われているが、この工事によ

り、明治初期に行われた廃仏毀

釈により廃寺となった「江月山

円通寺址」に影響はないか。 

市 長 

    ⑵ この道路工事が行われる機会

に、案内看板等を整備・更新す

る考えはないか。 

教 育 長 

   ４ 磯焼け対策について ⑴ 近年における著しい磯焼けの

原因をどのように考えるか。 

市 長 

    ⑵ 生ごみ堆肥化で余ったものを

磯焼け対策に活用できないか。 

市 長 

   ５ 手作りカーリングにつ

いて 

ころばん体操参加者交流会にお

ける取組で、手作りカーリングが

手軽に楽しめるレクリエーション

として市内全域に広がっている。

「華の50歳組」と同じように、阿

久根市独自のものとして商標の登

録をしてはどうか。 

市 長 

   ６ 景観条例について ⑴ 鹿児島県内に景観条例を整備

している自治体はいくつある

か。 

市 長 



－2－ 

    ⑵ 本市は、景観条例を制定する

考えはあるか。制定する考えが

ある場合、参考とする自治体が

あるか。 

市 長 

   ７ 学校規模適正化協議会

の進め方について 

令和５年11月16日に開催された

学校規模適正化協議会を傍聴し

た。新たな統廃合の基本方針を強

調するあまり、各委員の自由な発

想を阻害しているように感じた

が、いかがか。 

教 育 長 

２ 13 濵 田 洋 一 １ 危機管理、防災・減災

対策について 

⑴ 近年、激甚化、頻発化する自

然災害（豪雨、台風、地震等）

に対する危機管理の体制はどの

ように整えているか。また、防

災減災対策の取組で必要不可欠

なことは何か。 

市 長 

    ⑵ 自主防災組織は、地域防災の

要であることは言うまでもな

い。本年７月に自主防災組織に

関する説明会を市内全区におい

て開催されたが、その内容と状

況はどのようなものであった

か。 

市 長 

    ⑶ 本市における原子力災害対策

において、事前対策としてどの

ようなことが計画されている

か。 

市 長 

   ２ 農林水産業の振興につ

いて 

⑴ 地域経済の発展に大事なこと

の一つとして、基幹産業である

一次産業の活性化が必要不可欠

であると思うが、このことをど

のように捉え、推進していく考

えか。 

市 長 

    ⑵ 農家の減少、担い手不足など

により、遊休農地の拡大が見ら

れることについて、国は市町村

に対して、将来の地域農業と農

地を守るため「地域計画」の策

定を求めているが、本市の取組

状況は、どのようになっている

か。 

市 長 
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    ⑶ 現在、農林業振興センターで

取り組まれている園芸作物など

の実証試験内容は、具体的にど

のようなものか。 

市 長 

    ⑷ これまでに行った新規就農者

（壮年世代を含む）への支援内

容とその実績はどのようになっ

ているか。 

市 長 

    ⑸ 漁業を取り巻く環境において

課題は何か。また、その課題を

どのように解決していく考え

か。 

市 長 

３ ６ 白 石 純 一 １ 博報堂プロダクツとの

包括連携協定について 

地域活性化事業である包括連携

協定を、事業コンペなどを実施せ

ずに博報堂プロダクツと随意で契

約締結したのはなぜか。 

市 長 

   ２ 教育について ⑴ 学校規模適正化方針に基づく

小学校統廃合を７校未満で検討

してこなかった理由は。 

教 育 長 

    ⑵ 新年度の給食費の補助または

無償化を検討しているか。 

教 育 長 

   ３ 栽培漁業センター施設

譲渡に係る公募について 

応募の事業者に、阿久根の漁

業、水産業にどのような利益をも

たらすことを期待しているか。 

市 長 

   ４ 市役所及び番所丘公園

駐車場に設置した太陽光

発電施設の事業について 

⑴ 施設の主任電気技術者は、阿

久根市または近隣に常駐しなく

てもよいのか。 

市 長 

    ⑵ 令和３年度の年度末である令

和４年３月31日に企業版ふるさ

と納税制度を利用し寄附され、

市長が専決処分を行った1,000万

円の寄附とその使途について

は、企業版ふるさと納税を、そ

の寄附者の利益となるよう使う

ことを禁じていることに抵触し

ないか。 

市 長 

   ５ 川内原発運転40年超延

長について 

原子炉、使用済み核燃料プール

など、放射能漏れリスクのある施

設へのミサイル、大型旅客機の衝

突に対する施設の強度について、

市 長 
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事業者は想定外で回答できないと

しているが、このことに対し、市

民の生命と財産を守る立場の市長

として懸念を有しないか。 

   ６ 経済対策について 物価高に市民が苦しむ中、本年

度、プレミアム付き商品券事業な

どの消費喚起策を実施していない

理由は。 

市 長 

   ７ 市長のブラジル外遊に

ついて 

８月上旬のブラジル訪問に際

し、出発前に面会をアレンジした

阿久根出身者及び家族は何人また

は何家族か。 

市 長 

４ ３ 大 野 雅 子 １ 誰一人取り残さないま

ちについて 

⑴ 高齢者等の社会的弱者への支

援について 

ア 社会的弱者をどのような形

で把握されているか。 

イ 高齢者の見守りはどのよう

に行われているか。 

ウ ひきこもりの状態にある方

を把握しているか。 

エ 支え合いマップは、更新さ

れた状態で活用されている

か。 

オ 高齢者等福祉タクシー利用

助成事業のタクシーの利用券

の利用状況はどうなっている

か。 

カ 乗合タクシーの利用状況は

どうなっているか。 

キ 買い物弱者の把握はできて

いるか。 

市 長 

    ⑵ 産後ケアについて 

産後の家事、子供の世話などを

行ってもらえる有償ボランティア

はあるか。 

市 長 

   ２ 旧大川中学校の活用に

ついて 

⑴ 基本構想策定後の進捗状況は

どうなっているか。 

市 長 

    ⑵ 具体的な取組としてどのよう

なものを考えているか。 

市 長 

   ３ 旧国民宿舎跡地の活用

について 

⑴ 今後の利用計画はどのように

なっているか。 

市 長 
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    ⑵ 次の活用策が決まるまで展望

所として一般に開放できない

か。 

市 長 

５ ９ 大 田 基 次 １ 番所丘公園の階段の安

全性について 

番所丘公園に新設された階段

は、１段の高さが19～20センチメ

ートルに設定されている。一般的

な階段の高さは12～15センチメー

トルだと思うが、その理由は何

か。 

市 長 

   ２ 小学校の運動会、中学

校の体育大会の熱中症対

策について 

全国的に、運動会・体育大会の

開催中に熱中症で体調を崩す児童

生徒が増えているようである。そ

の対策として、開催時期の変更を

検討できないか。 

教 育 長 

   ３ 体育施設の利用手続の

簡略化について 

体育施設を１年を通して利用す

る団体については、利用手続を簡

略化できないか。 

教 育 長 

   ４ 有害鳥獣対策について ⑴ 本市にある国産ジビエ認証施

設は、目標年間処理頭数が1,000

頭となっており、捕獲しても処

理できないものがあると思う

が、この国産ジビエ認証施設以

外にも処理施設が必要ではない

か。 

市 長 

    ⑵ 近年、全国的に鳥獣による人

身被害が増えており、県内でも

被害が出ている。本市の人身被

害の防止対策を講じるべきでは

ないか。 

市 長 

 


